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下り坂、右カーブ

下り坂の右カーブ、シャーベット路面

柵を突き破り、5メートル下に転落

児童施設のワンボックス
小中学生６人が重軽傷

「雪でハンドルをとられて、ブレーキがきかなくなった」
２０２４／２／２７（火）

２７日午前８時半すぎ、青森県の国道で男性９人が乗った児童施設の送迎の

ワンボックスカーが道路からはみ出し、柵を突き破って、４．６メートル下に

転落しました。

１１歳から１５歳の小学生と中学生合わせて６人が搬送されました。

このうち１５歳の中学生が鎖骨を、１２歳の小学生が左腕の骨を折る重傷、

ほかの４人は軽傷でした。

車両は、施設の男性職員が運転し小・中学生８人を乗せて学校に向かう途

中だったということです。

施設によりますと運転手は聞き取りに対して「雪でハンドルをとられて

ブレーキがきかなくなった」と話しているということです。

緩い下り坂の右カーブで、事故当時路面はシャーベット状態でした。


